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百本統治期「台湾j新文学運動雑誌 f先護部隊j一部翻訳 (3) 
特報安・ i甫旺i義和
解題
先々 51・ (r依~~大 l主i文j 35号、 2∞6if.12月)、光分(Hl己主2大l主i文J36号、 2008ip3月)に絞い
て、 1932年創刊の中隠務文芸誌 n~討すj や翌331'ド留学生たちによって東京で発行された EP将詩
文芸雑誌 fブオルモサjに続く純文芸芸雑誌で、 1934年H子だけ刊行し、 1935年には『第一戦j
と改名した自活文機翁:きの雑誌 f先務部1;利の五千論を試訳した。
『先渡部隊jllHf主体は、台北に出来た台湾文芸協会で、台湾文芸協会は1933iPlO月料不江







































































































































































































































































































































































の説明がなくても、その形態の動作、干Tf語、 ZE気から f人生生活の緩相」と f自然のl誌の死j
を表現することができる。
作品の不自然は、台湾新文学の問題のーっと震える。大方の作品は、強いて素性不明の主人
公を作り上げ、作品が潟りたいこと、設いたいことをその主人公に託す。そしてその周りの背
景や事件を飾るだけでできあがる。
文芸作品の創造はフィクションであっても、フィクションに留まらないために、作者の創作
技術が必姿となる。読者が読んで、これは作者のフィクションとすぐ感じるなら、作者はどの
ようにも f金銭は罪怒だJr人fl食いの礼数Jr残留告なi止問jなどと言つでも、殺にも共鳴を起こ
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すことができない。
一つの作品は一つのま足立があり、その主題を現実以]二に見せるために、作者は;ttl像力を尽く
して巡切な表現材料を創造しなければならない。むろん、この材料は主題に応じるべきである。
主題に袋iわせずに、!滋If討のtli19:に傾いた、事件の;並行、 7H去の説明、人物性格の表現のような
必姿でないものは、主題を不明にさせるfi1;険性がある。銀総の創作において特にこのような感
じがある。
台湾紙丈写会の中に、このような隠凶のWi存が多すぎるのも病弊の一つである。これで作者の
日襟を不明にさせる。 作者は一体仰を表現しようとしているのかが分からなくなる作品は少な
くない。
:変:するに、素材'に告IJ迭を入れて、表f見{土素材自身の動作、 7干Zf、空気から兵体的に表現した
ほうがいい。主題と関係ないもの、大切でないもの、或いは必要ーでない、ただ作二8i・の2・いたい
ことだけなら、すべて省略すべきである。
発生j拐の台湾新文学は幼殺な行設すJを取るのが当たり前だと言っても、発生JVJにJYJl1Uがある。
今は日正に台湾新文学が本絡的に進歩する時期を厳しく追及する1寺紛である。
(一九三[Ilj.五-一七)
、 ?、?
1 i説!、範の二将来j一地獄の神様。
2 以上の3語は米iI'Yo
3 女中。
4 1927{同IJ干IJ、台北市、台湾新民総社発行。
5 米詳。
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